
2019年度 第3回 社会医療法人 蘇西厚生会 松波総合病院 医療倫理委員会 議事録要旨

1 日時 2019年9月9日（月） 17:00～17:50

2 場所 法人管理センター 2階 会議室
3 現委員数 11名
4 出席委員

5 欠席委員 松波 英一，春日井 敏夫，伊藤 妙登美，渡邊 一
6 議長 日置 敦巳（委員長）

7 検討事項
(1)

整理番号 研究課題名 研究責任者 職種 審査結果

2型糖尿病透析患者に対するリラグルチドの血
糖コントロールへ与える影響について

矢島 隆宏 医師

2型糖尿病透析患者に対するリラグルチドの体
組成へ与える影響について

矢島 隆宏 医師

8 報告事項
(1)

整理番号 研究課題名 研究責任者 職種 審査結果

435 透析患者における細胞外液/細胞内液比が生
命予後に及ぼす影響について

矢島 隆宏 医師 承認

436 消化器がん患者が求める患者のクライシスの時
期におけるニーズを中心に介入を考える

河村 宏実 看護師 承認

437 A病院における入退院支援を阻害する要因 松浦 郁恵 看護師 承認

438 画像診断支援AIの活用による医師読影業務の
変化に関する研究

八十川 雄図 医師 承認

(2)

整理番号 研究課題名 研究責任者 職種 審査結果

401-2 大腿膝窩動脈病変を有する症候性閉塞性動脈
硬化症患者に対する薬剤溶出性バルーンを用
いた末梢血管内治療に関する他施設前向き研
究（PrOsPective multiCenter registry Of dRug-
coated balloon for femoropopliteal
disease;POPCORN）

近藤 裕樹 医師 承認

9 その他

日置 敦巳，今井 篤志，杉下 実，残馬  仁，
篠田 暢之，宮本 正一，橋本 波枝

医学系研究（新規申請）

　2件目の研究の研究期間が長いことについて，症例数を十分に確保したいこと，および観察期間が
長いことがその理由であるとの回答があった。
　両研究で対象者の重複はありうること，今回，この薬物を用いようとした理由として痩せることによる効
果が有用であると考えたこと，インスリンによる治療中の患者は含まれないこと，透析ごとに副作用を確
認し，服薬中止または減量を検討するといった回答があった。
　また，当該薬物の添付文書を参考に，対象者の除外基準を追加することになった。
　後日，申請予定。

　2件の申請予定の研究について，申請予定者より説明があり，質疑応答が行われた。

医学系研究（新規申請）: 迅速審査の結果について，下記のとおり報告が行われた。

437について，個人情報欄の記載方法にに関する確認の意見があった。

　なし

医学系研究（変更申請）: 迅速審査の結果について，下記のとおり報告が行われた。


